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Neocalanus cristatus（カイアシ類）の出現
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要　旨　　大型浮遊性カイアシ類 Neocalanus cristatusは北太平洋亜寒帯に分布し，日本列島の太
平洋側に沿って南進する親潮潜流に無効分散する。親潮潜流において本種の最も西側における過去
の出現記録は北緯28°，東経134°であった。2015年5月に実施した調査で，種子島約300 km東方（北
緯30°50′，東経131°30′）において本種のコペポディド V期幼体が出現したため，親潮潜流がこの
地点の水深600～950 mまで達している可能性が示唆された。
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緒　　言
　日本周辺には暖流である黒潮およびそれから派生する対馬暖流，寒流である親潮，リマン海流が存在する
（日本海洋学会沿岸海洋研究部会 1985）。それらの海流（水塊）の指標種として様々な動物プランクトンが
知られており，寒流指標種としてはキタヤムシ Parasagitta elegans (Verrill, 1873)，カイアシ類 Neocalanus 
cristatus (Krøyer, 1848)などが知られる（Marumo 1966, Omori 1967, Omori and Tanaka 1967）。また，黒潮の勢
いが強い時期には通常黒潮流域に生息する外洋性プランクトンが瀬戸内海中央部まで流入してくる現象が知
られており，黒潮の流入を知ることができる（Kado 1957, Hirota 1962）。
　親潮は北太平洋亜寒帯循環が西太平洋沿岸の千島列島沿いに南下し，北海道南東部，三陸沖を洗って，宮
城県～茨城県沖まで達する（日本海洋学会沿岸海洋研究部会 1985）。 北緯 42˚付近で暖流と遭遇して混合水
となり，一部の沈み込みが起こって親潮潜流を形成する。太平洋側ではこの潜流は水深 400～ 1000 mを南
西方向に流れ，伊豆半島沖合を経て紀伊半島沖合まで達している（Omori 1967）。さらに，この親潮起源の
水塊は本州太平洋岸沖合で黒潮および伊豆海嶺，四国海盆などの海底地形の影響によって複雑な流れを形成
することが知られ，四国沖合では黒潮の南側に位置する (Sekine and Miyamoto 2002)。
　親潮指標種である Neocalanus cristatusの北海道～本州の太平洋側沖合における鉛直分布が Omori (1967)に
よって詳しく調査されており，三陸沖ではコペポディド V期 /成体は水深 500～ 750 m，相模湾，駿河湾付近
では水深 600～ 1200 m，紀伊半島南方の北緯 30°付近では水深 1100～ 1400 mに出現し，緯度が低くなるに従っ
て生息深度が深く，かつ密度は減少していく。Neocalanus cristatus の分布から親潮潜流は本州沿岸に沿って
西進する流路や本州の南沖合を通って鳥島沖以西に達している西進流路が推測されている。この指標性種の
分布から親潮潜流が達する南限は北緯 28˚，東経 134˚付近であると推定されていた（Omori 1967）。
　2015年に実施した我々のプランクトン調査において，種子島東部沖合（北緯 30°49.98′，東経 131°29.94′）
の深海から N. cristatusの幼体が発見され，従来の報告より親潮潜流がさらに西に到達している可能性があ
るのでここに記録しておく。
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材料と方法
　動物プランクトンの採集は種子島東部沖合（北緯 30°49.98′，東経 131°29.94′，水深 1223 m）において
2015年 5月 25日 09:18～ 12:32に ST-8で行った（Fig. 1）。ORI net （Omori 1965：口径　160 cm，網目 0.33 
mm）を，広島大学生物生産学部附属練習船豊潮丸を 2 ktで航行させながらワイヤーを徐々に繰り出し，ワ
イヤー長が 1900 mに達した時間から傾角 60°を保ちながら 30分間水平曳きした。ワイヤー長と傾角からネッ
トの水深は約 950 mと推定される。曳網終了後，直ちに 3 Lのポリビンにコッドエンド内の採集物を入れて，
容器の周りを氷で冷やしながら実体顕微鏡下でカイアシ類を選別した。採集されたカイアシ類は必要に応じ
て 99.5 %あるいは 70 %エタノールで固定した。
　なお，水温，塩分の測定は JAMSTEC仕様 VPRに装着した CTD （Citadel CTDNV, Teledyne RD Instruments, 
FSI NIXC CTD Auto-7000 m）によって同定点の水深 470 mまで測定した結果を示す。
結果と考察
　CTDの水深 470 mまでの水温，塩分の鉛直プロファイルを Fig. 2に示す。水温は表面で最も高く 21.6℃，
水深とともに徐々に低下して水深 470 mで最低 6.8℃であった。塩分は表面で 34.51であったが，水深 89 m
で最高 34.70に達し，それ以深は徐々に低下して水深 470 mで 34.20であった。駿河湾において親潮起源の
水塊は年間を通じて水温 3～ 11℃，塩分 34.2～ 34.4と定義されている（日本海洋学会沿岸海洋研究部会 
1985）。種子島付近でもこの範囲が適応できるのであれば，水深 300 m付近がこの水塊の最上部に相当する。
　種子島東部沖合 ST-8に出現した Neocalanus cristatus１個体はコペポディド V期幼体であった（Fig. 3）。
頭部先端～尾肢の先端（刺毛は除く）までの体長は 7.96 mmであった。これは金華山沖，相模湾，駿河湾
から報告された本種コペポディド V期幼体の体長（6.80～ 9.30 mm）の範囲内にあり，特に 4月に金華山沖，
10月に駿河湾，相模湾から採集された平均体長 7.91～ 8.06 mmとよく一致する（Omori and Tanaka 1967）。
本種の体長は餌料環境によって同ステージでも変化することが知られている（Tsuda et al. 2001）。筋肉は比
較的未発達だが，体内には油球が少量観察されたので，Ikeda et al. (1990)の intermediate typeに分類される。
このタイプは，コペポディド IV期幼体からの脱皮直後で筋肉が未発達で油球のない transparent typeと摂食
をして筋肉が発達して体内に油球が充満する solid typeの中間段階である（Ikeda et al. 1990）。
　親潮流域を含む北太平洋では本種は生態学上，水産学上重要な鍵種であるために非常に詳しく研究されて
いる（Miller et al. 1984, Ikeda et al. 1990, Kobari and Ikeda 1999, Tsuda et al. 2001, 2004）。特徴的なことは，主
要個体群は春季の植物プランクトンブルームに同調した生活史を持つことである。北太平洋における本来の
生息場所では，ブルームの起こる前に成体は水深 500 m以深で産卵し，孵化したノープリウス幼生は表層へ
移動してコペポディド I～ V期まで表層の植物プランクトンを利用して脱皮，成長し，夏季にコペポディ
ドV期が深層に移動して冬季の産卵期まで休眠する。一方，親潮潜流における本種個体群は産卵に参加せず，
無効分散であると考えられている（Omori and Tanaka 1967, Oh et al. 1991）。
　これまで N. cristatus（コペポディド V期）が親潮潜流において出現した最も西に位置する定点（144 in 
Fig. 1）の経度は東経 134°15′（Omori 1967）であったので，今回の調査によって約 300 kmさらに西側まで
親潮潜流が達していることが推測された。今回の調査では N. cristatusの生息深度は特定できないが，傾角
から約 950 m以浅と考えられる。駿河湾沖合での親潮潜流は水深 600～ 1200 mに存在する（Omori 1967）
ことから，種子島沖合では水深 600～ 950 mの間に生息層があると推定される。水温，塩分のデータからは
水深 300 m以深が親潮潜流の水塊と推定されるが，黒潮本体の厚み（600～ 800 m）（西村 1981）を考慮す
るとこの範囲は妥当であろう。
　黒潮の流路，強さは年変動が著しいので（Sekine and Miyamoto 2002），親潮潜流が到達できる範囲も年変
動が予想される。親潮，黒潮の両海流の流路，勢力と親潮潜流の最西端の到達位置などについてはさらに詳
しい調査が必要であろう。
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Fig. 1.  Sampling site (closed circle, ST-8) of deep-sea zooplankton off Tanegashima 
Island, Kyushu on May 25, 2015. The westernmost collection site (open 
circle, 144) of Neocalanus cristatus in submerged Oyashio waters was 
previously recorded by Omori (1967). The main passage of the Kuroshio 
Current on May 25, 2015 is superimposed on the chart based on the data 
from The Japan Coast Guard (http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/
KAIYO/qboc/2015cal/cu0/qboc2015096cu0.html).
Fig. 2. Vertical profile of depth-water temperature-salinity at ST-8 on May 25, 2015.
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Possible westward extension of submerged Oyashio waters to off Tanagashima 
Island, Kyushu, western Japan: based on the occurrence of the subarctic 
copepod Neocalanus cristatus
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Summary
　　The large-sized planktonic copepod Neocalanus cristatus is distributed in the subarctic Pacific Ocean, 
and also occurs in the submerged Oyashio Current flowing southward along the Pacific side of Japan as 
pseudopopulations. These have been recorded from 28˚N, 134˚E, suggesting this may be the westernmost 
and southernmost boundary of the submergence. The present survey implies that the submergence reaches 
further westwards to off Tanegashima Island, Kyushu (30˚50′N, 131˚30′E) (ca. 300 km), based on the 
occurrence of the fifth copepodid stage of N. cristatus at presumed depths of 600 to 950 m.
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